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「世界津波の日」2022 高校生サミット in 新潟 

“復興を力に、経験と教訓を世界へ” 

～雪国で育まれた助け合いの精神から学ぶ災害対応～ 

開催要項（案） 

 
１ 開催趣旨 
   11 月５日の「世界津波の日」は、津波の脅威と対策について理解と関心を深めることを目的に、 

  2015 年 12 月の国連総会において、日本が提唱し、我が国をはじめ 142 か国が共同提案を行い、全 
会一致で採択されました。 

   翌 2016 年からは、世界各国の高校生が津波の脅威と対策について学ぶ場として、「世界津波の日」 

  高校生サミットが開催されており、2016 年の高知県では「黒潮宣言」、2017 年の沖縄県では「若き 

  津波防災大使ノート」、2018 年の和歌山県では「稲むらの火継承宣言」、そして 2019 年の北海道 
では「イランカラプテ宣言」が採択されています。 

      この間においても、2018 年のインドネシア・スラウェシ島での地震・津波をはじめ、火山噴火、 

  洪水、森林火災など世界各地で大規模な自然災害が発生し、世界の持続可能な開発を進める上での 

  大きな障害となっています。災害に対する脆弱性を減らし、被害を軽減していくことは国際社会の 

  重要な課題の一つです。 
      日本において、私たちが暮らすここ新潟県は、豊富な雪解け水が豊かな農林水産業や環境を育む 

  など、海や山といった豊かな自然からたくさんの恩恵を享受してきましたが、その地勢や気候など 

  の地理的条件から、地震、洪水、豪雪といった自然災害が発生しやすい地域でもあり、これまでも 

  様々な自然災害に見舞われてきた歴史があります。 
      1964 年の新潟地震では、地震発生後の津波や液状化により沿岸部や内陸の海抜ゼロメートル地帯 

  で甚大な被害が発生し、また、最大震度７を記録した 2004 年の中越地震では、棚田など農村の原風 

  景を有する中山間地で発生した大規模な土砂災害により、それぞれ多くの尊い命が失われました。 
   被災による多くの悲しみや苦しみを経験する中にあって、助け合いや「きずな」は復旧・復興の 

  糧となりました。また、中越地震からの復興を願い「何度、被害に遭っても、不死鳥のように蘇る」 

  というメッセージが込められた「復興祈願花火フェニックス」は、災害からの復興の象徴です。 
   また、今年１月、トンガは、数十年に一度と言われる海底火山の噴火による津波により、沿岸部 

の低海抜地域において、甚大な被害を受けました。新潟地震による沿岸部や内陸部の海抜ゼロメー 
トル地帯の被害からの復興と併せ、これらの教訓を、大洋州、アジアの国々等と今回のサミットで 
議論し、各国の防災、減災に生かしていくためにも、私たちには、大きな被害をもたらした災害の 
記憶を風化させず、その経験や教訓を次世代に伝承していくことが求められています。 

      本年は、新潟県において、地震や津波などの災害から国民の生命、身体、財産の保護、国民生活 

  及び国民経済に及ぼす影響を最小化できる国土強靱化を担う将来のリーダーの育成と、世界各国の 

  「きずな」をより一層深めることを目的に、「世界津波の日」2022 高校生サミット in 新潟を開催 
します。 

 
２ 主  催   新潟県、新潟県教育委員会、新潟市、新潟市教育委員会  
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３ 開 催 日   2022 年 10 月 17 日（月）～10 月 18 日（火）スタディツアー（実施に向けて調整中） 

19 日（水）～10 月 20 日（木）高校生サミット   
 

４ 会  場   朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）展示ホール 
                  （新潟市中央区万代島６番１号） 
 
５ 参 加 者      約 350 名 
         海外参加者（オンライン） 約 60 名（参加 30 カ国（予定）） 
         国内参加者        約 290 名   高 校 生    約 90 名  

     留 学 生*           約 30 名  

引 率 者    約 30 名 

来 賓    約 20 名 

一般参加者（オンライン） 約 120 名 

      *過去の「『世界津波の日』高校生サミット」に参加実績のある国（別紙）からの留学生を対象とする。 

 

６ 使用言語   英語 
 
７ 参 加 費   ①スタディツアー（実施に向けて調整中）  

実施の可否と費用の負担については、高校生サミットの参加希望があった都道府

県等に対して、決まり次第改めて連絡いたします。 
         ②高校生サミット 

２泊３日（２朝食２昼食）21,000 円程度 

         【内訳】 

昼食代：１人 3,000 円程度（１食 1,500 円程度×２日分） 

             宿泊費：２泊３日（10 月 18 日～19 日泊 ２朝食付き） 

                 １人 18,000 円程度 

             ※宿泊費は部屋タイプにより異なるため、シングル利用時の料金を 
              お示ししています。 
             ※10 月 18 日（火）の昼夕食は各自で手配をお願いします。 

             ※10 月 19 日（水）の夕食はレセプション（無料）を予定しています。 
 

※留学生の費用（交通費、宿泊費）の負担については、留学生の参加希望があった都

道府県等に対して、決まり次第改めて連絡いたします。 

 
８ 宿泊施設   高校生サミット会場近郊のビジネスホテルを予定しています。 
 
９ 交通手段   高校生サミット期間中（10 月 19 日及び 20 日）の「ホテル～サミット会場」間の移

動及び 10 月 20 日終了後のサミット会場から新潟駅等までの移動には、主催者にてバ

スを用意します。 
上記以外の移動については、各自で対応願います。 
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10 日  程 

   10 月 17 日（月）～18 日（火） 

スタディツアー（実施に向けて調整中）  

新潟県内の震災メモリアル施設等を訪問し防災の取組等を学ぶ。 

     10 月 19 日（水） 

  〔午前〕 分科会 
  〔午後〕 開会式、スタディツアー報告、分科会 
  〔夕方〕 レセプション 

   10 月 20 日（木） 

  〔午前〕 記念植樹・総会・閉会式 
   ※プログラムは現時点の予定であり、変更となる場合があります。 
 
11 テーマ・分科会 
 （１）全体テーマ 
        “復興を力に、経験と教訓を世界へ” 

          ～雪国で育まれた助け合いの精神から学ぶ災害対応～ 

 
 （２）分科会の分野 
      ・災害を理解し、生き抜く力を高める 

         災害に対して的確な判断や避難を行うため、過去の災害や先人の教え、発生のメカニズムな 

どについて理解を深めるとともに、「自分の命は自分で守る」という姿勢を身につけ、自ら率 

先して安全を確保するための行動をとる。 

      ・災害リスクの軽減 

          災害を完全に防ぐことはできないことを前提とし、災害発生の可能性を減らし、また災害が 

発生した場合にも、その被害を最小限にとどめることを目指す。 

・よりよい復興に向け共に歩む 

          復旧・復興に向けた学校や地域の活動に進んで参加・協力し、災害が起こる前よりも災害に 

強い、より良い地域社会を創る。また、復興に向け、国や地域を越えて協力を行う。 
 
 



別紙

No 国名

1 中国

2 韓国

3 インド

4 スリランカ

5 ネパール

6 モンゴル

7 トルコ

8 モルディブ

9 インドネシア

10 カンボジア

11 シンガポール

12 タイ

13 フィリピン

14 ブルネイ

15 ベトナム

16 マレーシア

17 ミャンマー

18 ラオス

19 ニュージーランド

20 オーストラリア

21 クック諸島

22 フィジー

23 キリバス

24 マーシャル

25 ミクロネシア

26 ナウル

27 ニウエ

28 パラオ

29 パプアニューギニア

30 サモア

31 ソロモン

32 トンガ

33 ツバル

34 バヌアツ

35 南アフリカ

36 コモロ

37 ケニア

38 モーリシャス

39 セーシェル

40 ブラジル

41 ペルー

42 チリ

43 ベネズエラ

44 アルゼンチン

45 エルサルバドル

46 パラグアイ

47 メキシコ

48 カナダ

49 米国

50 ロシア

51 オランダ

52 フランス

53 ドイツ

54 イタリア

55 ギリシャ

56 ポルトガル

57 スペイン

58 デンマーク

世界津波の日　高校生サミット　過去の参加国




